
氏名 元根　俊孝

学部担当科目

・教職論（前期･後期）
・生徒指導論（前期･後期）
・特別活動の指導法（前期）
・人権教育の研究（前期･後期）
・国語科教育法（前期）
・国語科教材研究（後期）
・教育実習指導（通年）
・教育実践演習（後期）
・表現技法Ⅰ（前期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

龍谷大学国文学会

学校評価と教員の力量形成のための研修の在り方

龍谷大学

学士

学校経営、国語科教育

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・学生支援委員会委員
・人権問題委員会委員
・教職課程運営専門部会委員
・教養部教務委員
・学生相談委員会委員
・サークル（教職の寺子屋）顧問

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・生涯学習概論



単著

②

①

③

①

（その他）

②

③

（学会発表）

②

③

①「教職課程を担当して」　－
つれづれなるままに－

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平成30年9月

折々の「今この時」に教職課程履修生
と出会い、共に学びあってきた。一瞬
の点にすぎない『今この時の学び』を
紡ぎ合わせながら、互いに点を線とな
し、細い線を撚り合わせながら自分ら
しい糸となし、その豊かな可能性に満
ちた糸を縦糸・横糸として掛け替えの
ない互いの人生の布の一端を織りなし
てきた。その間の「こころにうつりゆ
くよしなしごと」の末節を書き留めつ
つ、期待される教師像の要件を探究す

る。
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